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厚生労働大臣賞を受賞標準病院群 1,487 病院の中で ”全国８位 ”

　
詳
細
は
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
罹り

災
証
明
書
の
発
行

　
建
物
な
ど
が
被
害
に
あ
っ
た
場

合
に
、
被
害
の
程
度
を
証
明
す
る

罹
災
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
※
な
お
、
本
災
害
に
関
す
る
保

険
金
等
の
請
求
に
は
、
各
生
命
保

険
協
会
な
ど
に
よ
り
、
市
町
村
の

発
行
す
る
罹
災
証
明
書
は
原
則

必
要
な
い
旨
の
通
知
が
出
て
い
ま

す
。保
険
金
な
ど
の
請
求
に
当
た
っ

て
は
、
加
入
し
て
い
る
各
保
険
会

社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
地
域
安
全
課（
☎

㉒
７
４
４
４
）

■
災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け

　
世
帯
主
の
負
傷
ま
た
は
住
居
や

家
財
の
損
害
を
受
け
た
人
に
資
金

を
貸
し
付
け
ま
す
。
損
害
の
程
度

な
ど
に
よ
り
限
度
額
が
異
な
り
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉

課（
☎
40
２
２
９
７
）

10
月
１
日
付
で
掛
川
優
子
さ
ん

（
新
任
・
平
井
）が
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年

で
、
人
権
尊
重
の
理
念
の
普
及
や

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

相
談
日
・
会
場　
▽
市
役
所
市
民

相
談
室
＝
毎
月
第
２・
４
金
曜
日

▽
鬼
石
公
民
館
＝
４・
７・
９
・

12
月
の
第
３
木
曜
日

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
課（
☎

40
２
２
１
１
）

　藤岡総合病院は救急
医療に関する功績が評
価され、令和元年９月
９日に「救急医療功労
者の厚生労働大臣賞」を
受賞しました。
　この表彰は長年にわ
たり地域の救急医療の
確保や救急医療対策の推進に貢献した医療機
関などの団体や個人の功績をたたえるもので
す。
　藤岡総合病院は、二次救急病院として
・24時間 365日の救急医療体制
・救急患者年間約１万 2,000 人受け入れ
・救急車搬入年間 4,700 件
を行っています。

　
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
の
副
食

費（
お
か
ず
・
お
や
つ
代
）が
補

助
さ
れ
ま
す
。

　
※
後
日
、
子
ど
も
課
や
施
設
を

通
じ
て
対
象
者
に
申
請
書
を
配
布

し
ま
す
。
対
象
の
条
件
な
ど
詳
し

第
３
子
以
降
の
副
食
費
補
助

成
人
式

台
風
19
号
被
害
に
伴
う
支
援
策

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

く
は
、
子
ど
も
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

対
象　
子
ど
も
を
３
人
以
上
扶
養

し
て
い
て
、
市
税
の
滞
納
が
な
い

市
内
在
住
の
次
に
該
当
す
る
世
帯

▽
満
３
歳
以
上
の
保
育
を
必
要
と

す
る（
２
号
認
定
）子
ど
も
が
い

る
▽
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
が
施

設
に
在
籍
し
て
い
て
、
副
食
費
の

徴
収
対
象
と
な
っ
て
い
る

補
助
額　
月
額
４
５
０
０
円
ま
で

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
課（
☎
40

２
３
８
５
）

市長コラム
　厚生労働省の高い評価を受けています。標準病院群全国８位の機能評価、救急医療につ
いて大臣賞も受賞しました。病院管理者として、また市民の健康増進と地域医療の充実に
取り組む地元市長として、この評価が皆さんの安心感につながってほしいと思います。
　病院を訪れるのは、自身やご家族の健康に不安を抱いている方です。医師、看護師、全
ての病院職員はその不安に寄り添い、和らげることに努めなければなりません。評価を受
けた医療体制をしっかり生かし、これまで以上に、患者さんとご家族の気持ちを少しでも
前向きにして、安心と希望を生み出すことができる病院となるよう取り組んでいきます。

皆さんの健康を支える藤岡総合病院

日
時　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰
午

後
０
時
15
分
受
付
開
始
、
１
時
開
会

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

対
象　
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
次
の

該
当
者
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

る
人
②
住
民
登
録
が
な
い
が
、
市

内
の
学
校
に
在
校
し
て
い
た
人
③

住
民
登
録
が
な
い
が
、
市
内
に
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
人

案
内
状　
市
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
人
に
は
11
月
下
旬
に
発
送
し
ま

す
。
市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
人

は
12
月
４
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

掛川　優子

優良工事施工業者表彰

　10 月７日、令和元年度の藤岡市優良工事施
工業者表彰式が行われました
　この制度は、市発注の公共建設工事の施工
において履行状況・施工技術が優秀な受注者
および技術者を表彰するもので、新井市長か
ら表彰状が授与されました。
被表彰者　▷優良建設業者表彰＝㈱酒井建材・
塚本建設㈱・㈱塚本工務店・㈱神林建設・㈱長谷
川建設・安原工業㈱・㈲オガシワ建設
▷優良施工管理功労賞＝池田泰作（田畑建設㈱）・
松本　敏（岩井電気工事㈱）・髙田敦史（㈱高田
建材）・内藤　審（田畑建設㈱）・小井土澄人（㈱
酒井建材）・長坂一夫（藤栄建設㈱）・掛川正美（塚
本建設㈱）　※敬称略

問い合わせ　契約検査課（☎40 2223）

読売リサイクルネットワークなどと
桜山公園整備に関する協定締結

　厚生労働省により機能評価係数Ⅱが告示さ
れ、藤岡総合病院は全国の標準病院群の中で
８位、県内１位と高い評価を受けました。
　※令和元年８月 19日、厚生労働省告示第 92号
　※機能評価係数Ⅱが 0.1369（全国平均 0.0828）
　※「機能評価係数Ⅱ」とは、病院が担うべき役割や
機能を評価した係数で、この係数が大きい病院の方が
さまざまな医療機能を有している病院となります

藤岡総合病院　全国で高い評価を受けました

　９月 30日、読売リサイクルネットワーク・
（公財）緑化推進委員会・県と市は「読売の森」
森づくり活動協定を締結しました。この協
定により、桜山公園の一部に冬桜とドウダ
ンツツジを計 770 本植樹し育樹活動を行い
ます。
　今後も協力して、公園の維持・管理に取り
組んでいきます。
問い合わせ　にぎわい観光課（☎52 3111）

取り組む地元市長として、この評価が皆さんの安心感につながってほしいと思います。取り組む地元市長として、この評価が皆さんの安心感につながってほしいと思います。
　病院を訪れるのは、自身やご家族の健康に不安を抱いている方です。医師、看護師、全　病院を訪れるのは、自身やご家族の健康に不安を抱いている方です。医師、看護師、全
ての病院職員はその不安に寄り添い、和らげることに努めなければなりません。評価を受ての病院職員はその不安に寄り添い、和らげることに努めなければなりません。評価を受
けた医療体制をしっかり生かし、これまで以上に、患者さんとご家族の気持ちを少しでもけた医療体制をしっかり生かし、これまで以上に、患者さんとご家族の気持ちを少しでも
前向きにして、安心と希望を生み出すことができる病院となるよう取り組んでいきます。前向きにして、安心と希望を生み出すことができる病院となるよう取り組んでいきます。

問い合わせ　藤岡総合病院（☎㉒3311）
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財政事情の公表
問い合わせ　財政課（☎㊵ 2821）財政事情の公表

16 億 2,119 万円

21 億 4,006 万円

10 億 9,432 万円

26 億 9,357 万円

26 億 1,494 万円

13 億 6,112 万円

36 億 1,846 万円

29 億 3,681 万円

11 億 5,963 万円

11 億 3,094 万円

36 億 7,239 万円
99 億 5,711 万円

14 億 2,894 万円

19 億 2,021 万円

30 億 9,214 万円

6 億 5,109 万円

12 億 1,863 万円

24 億 0,770 万円

地関連事業など企業誘致の推進、防災公園整備
事業、消防ポンプ車購入事業など市民の安全安
心と消防防災体制の強化、通学路防犯カメラ設
置事業、小中一貫教育推進事業、コミュニティ
スクール事業など地域と一体となった教育環境
の整備を進めています。また、令和２年度に予
定している「花と緑のぐんまづくり2020in藤岡」
のプレイベントや、市制施行 65 周年を記念した
群馬県一の規模の花火大会などを実施しました。

　令和元年度一般会計における当初予算額は
258 億 5,000 万円ですが、９月までに４億 1,848
万円の追加補正を行い、繰越明許費４億 0,798
万円を加え、現在 266 億 7,646 万円の予算額と
なっています。
　主な事業では、高齢者運転免許証自主返納支
援事業、生活困窮世帯の子どもの学習・生活支
援事業など高齢者、障がい者福祉の向上や子育
て環境の充実、藤岡インターチェンジ西産業団

5 億 3,474 万円

9 億 8,462 万円

９億 7,752 万円

４億 3,623 万円8,874 万円

6 億 9,020 万円

7 億 1,642 万円

市民税や固定資産税など
で市民の皆さんが納めた
税金

44 億 0,000 万円
市の財政状況により国から交
付されるお金

61 億 6,112 万円
12 億 6,522 万円特定の事業を行うため国また

は県から交付されるお金

0 万円
基金を取り崩したお金など

貸付金収入、受託事業収入など
他の項目に属さないお金

地方消費税の 2 分の 1 相当分を一
定割合により県から交付されるお金

そ
の
他

市
　
税

諸
収
入

地
方
消
費
税

交
　
付
　
金

地
方
交
付
税

国
県
支
出
金

繰
入
金

市
　
債0 万円公共施設の建設・改修や道路整

備などを行うための借入金

84 億 8,877 万円
52 億 8,724 万円

会　　計　　名 予　算　額
（万円）

歳　　入 歳　　出
収入済額
（万円）

収入済率
（％）

支出済額
（万円）

支出済率
（％）

国民健康保険事業勘定 72 億 9,380 26 億 5,041 36.3 26 億 5,404 36.4
後期高齢者医療 7 億 5,902 2 億 6,969 35.5 2 億 2,729 29.9
介護保険事業勘定 63 億 3,171 28 億 9,895 45.8 24 億 9,488 39.4
介護老人保健施設 2 億 6,505 1 億 0,695 40.4 １億 0,632 40.1
住宅新築資金等貸付事業 412 352 85.4 29 7.0
学校給食センター事業 5 億 2,460 2 億 5,846 49.3 １億 9,110 36.4
下水道事業 10 億 0,936 4 億 5,638 45.2 3 億 9,446 39.1
特定地域生活排水処理事業 3,023 670 22.2 598 19.8
簡易水道事業等 7,553 5,933 78.6 2,488 32.9
三波川財産区 197 160 81.2 115 58.4

　特別会計とは、特別な事業の収入と支出
を一般会計と区別して処理するものです。
本市には国民健康保険事業や介護保険事
業をはじめとする 10 の特別会計がありま
す。特別会計の総予算額は 162 億 9,539
万円です。
　また水道事業会計と国民健康保険鬼石
病院事業会計は、独立採算制を基本にした
民間企業と同じ経理方式の会計です。水道
事業会計の予算額は 22 億 2,630 万円、国
民健康保険鬼石病院事業会計の予算額は
13 億 9,940 万円です。

会　計　名 負　債　高 会　計　名 負　債　高
一般会計 204 億 8,135 万円 水道事業 54 億 4,211 万円
介護老人保健施設 1 億 7,493 万円 国民健康保険鬼石病院事業 4 億 4,707 万円
住宅新築資金等貸付事業 28 万円 一部事務組合（市負担分） 159 億 8,304 万円
下水道事業 55 億 1,336 万円 合計 481 億 6,427 万円
特定地域生活排水処理事業 6,157 万円

市民一人当たりの負債 73 万 8,761 円簡易水道事業等 6,056 万円

種　類 金額・面積
出資金 20 億 4,609 万円
基金（現金） 56 億 0,467 万円
基金（土地） １万 4,812.61㎡
土地（山林を除く） 256 万 4,859.06㎡
山林 377 万 3,923.66㎡
建物 23 万 4,738.95㎡

収　入　（万円） 支　出　（万円）
科　目 予算額 収入済額 科　目 予算額 支出済額

国
民
健
康
保
険
鬼
石
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

病院事業収益 12 億 6,030 ４億 6,105 病院事業費用 13 億 0,759 4 億 7,659
医 業 収 益 10 億 4,899 ３億 9,523 医 業 費 用 12 億 5,352 4 億 6,515
医業外収益 １億 8,609 5,512 医業外費用 1,851 42
特 別 利 益 0 0 特 別 損 失 50 0

訪 問 看 護 ス
テーション収益 2,522 1,070

訪 問 看 護 ス
テーション費用 3,406 1,102
予 備 費 100 0

資
本
的
収
入
及
び
支
出

資 本 的 収 入 6,671 1,610 資 本 的 支 出 9,181 1,320
企 業 債 1,590 0 建設改良費 4,106 1,237
他会計補助金 5,081 1,610

企業債償還金 5,075 83固定資産売却代金 0 0

子どもやお年寄り、体の不自
由な人への福祉などに要する
経費

道路や公園、区画整理や街づ
くりなどに要する経費

小中学校の経費や、文化活動
などに要する経費

予防接種や健康診断、ごみ処
理などに要する経費

市役所全般的な仕事で、選挙
や徴税事務などに要する経費

消防や救急、防災などに要す
る経費

借りたお金を返すために要す
る経費

令和元年度　上半期の予算執行状況

収入・支出済額（下段棒グラフ）
予算額（上段棒グラフ）

歳出
80 億30 億 40 億 50 億 60 億 70 億20 億10 億 90 億80 億 70 億 10 億30 億40 億50 億60 億 20 億

歳入

予 算 額　266 億 7,646 万円
支出済額　102 億 5,719 万円
支出済率　38.5%

歳　出
予 算 額　266 億 7,646 万円
収入済額　111 億 3,996 万円
収入済率　41.8%

歳　入

消
防
費

公
債
費

教
育
費

総
務
費

衛
生
費

土
木
費

民
生
費

そ
の
他

特　別　会　計

市有資産の状況

水道事業会計

国民健康保険鬼石病院事業会計

負債の状況

収　入　（万円） 支　出　（万円）
科　目 予算額 収入済額 科　目 予算額 支出済額

水道事業費用 12億5,513 2 億 7,159
営 業 費 用 10億7,520 2 億 2,011
営業外費用 1 億 5,933 5,125
特 別 損 失 60 23
予 備 費 2,000 0

資 本 的 支 出 ９億 7,117 ３億 3,294
建設改良費 ５億 5,192 １億 3,937
企業債償還金 ３億 8,925 1 億 9,357

予 備 費 3,000 0

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

水道事業収益 14億3,498 ５億 8,209
営 業 収 益 13億1,640 ５億 6,459
営業外収益 １億 1,858 1,163
特 別 利 益 0 587

資
本
的
収
入
及
び
支
出

資 本 的 収 入 ２億 9,538 230
企 業 債 7,720 0
出 資 金 2,879 0
負 担 金 １億 6,060 0
補 助 金 2,879 0
固定資産売却代金 0 230
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財政事情の公表
問い合わせ　財政課（☎㊵ 2821）財政事情の公表

歳入 歳出

会　　計　　名 予　算　額
（万円）

歳　　入 歳　　出
収入済額
（万円）

収入済率
（％）

支出済額
（万円）

支出済率
（％）

国民健康保険事業勘定 74 億 4,004 74 億 3,922 100.0 73 億 7,746 99.2
後期高齢者医療 7 億 3,035 7 億 4,319 101.8 7 億 2,637 99.5
介護保険事業勘定 61 億 0,770 59 億 9,852 98.2 58 億 8,951 96.4
介護老人保健施設 2 億 7,216 2 億 7,141 99.7 2 億 6,659 98.0
住宅新築資金等貸付事業 481 662 137.6 480 99.8
学校給食センター事業 5 億 3,955 5 億 2,891 98.0 5 億 2,491 97.3
下水道事業 10 億 5,234 9 億 9,631 94.7 9 億 9,070 94.1
特定地域生活排水処理事業 2,277 2,194 96.4 2,144 94.2
簡易水道事業等 6,889 6,962 101.1 6,418 93.2
三波川財産区 196 177 90.3 159 81.1

　一般会計は、歳入決算額 258 億 8,131 万円、歳出
決算額 250 億 8,136 万円で、翌年度に繰り越すべき
財源 2,741 万円を差し引いた実質収支は７億 7,254
万円の黒字決算となりました。
　主な事業では、生活困窮者自立相談支援事業、障害
者総合支援給付事業、障害児福祉事業など福祉施策の
充実、子育て支援事業、特定教育・保育施設入所児童

運営事業など子育て環境の充実、防災公園整備事業、
消防ポンプ車購入事業、防火水槽建設事業など市民の
安全安心と消防防災体制の強化、世界文化遺産高山
社跡の保存整備事業、平成 29 年度予算措置し、平成
30 年度へ繰り越していた小中学校普通教室へのエア
コン設置事業など教育環境の充実と文化の向上に配慮
した事業を実施しました。

健全化判断比率などについて

市 民 税 40億1,130 万円 軽自動車税 ２億 0,273 万円
固定資産税 41億5,985 万円 特別土地保有税 0 円
市たばこ税 4億2,083 万円 入 湯 税 388 万円
都市計画税 3億3,303 万円

民 生 費 14 万 3,780 円 教 育 費 3 万 7,337 円
公 債 費 4 万 5,740 円 消 防 費 1 万 7,739 円
衛 生 費 3 万 9,470 円 農林水産業費 1 万 0,626 円
土 木 費 3 万 9,426 円 商 工 費 7,442 円
総 務 費 3 万 7,383 円 議会費・労働費など 3,798 円

（平成 31年 3月 31日住民基本台帳人口 :6 万 5,531 人）

会　計　名 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度
一般会計 225 億 1,334 万円 221 億 6,266 万円 217 億 9,643 万円
介護老人保健施設 2 億 0,395 万円 1 億 9,943 万円 1 億 8,412 万円
住宅新築資金等貸付事業 276 万円 168 万円 56 万円
下水道事業 59 億 5,481 万円 57 億 3,452 万円 55 億 5,954 万円
特定地域生活排水処理事業 6,784 万円 6,802 万円 6,376 万円
簡易水道事業等 7,827 万円 7,237 万円 6,647 万円
水道事業 59 億 6,626 万円 58 億 3,654 万円 56 億 3,568 万円
国民健康保険鬼石病院事業 5 億 7,122 万円 5 億 2,080 万円 4 億 8,078 万円
一部事務組合（市負担分） 92 億 5,488 万円 174 億 0,134 万円 165 億 8,062 万円
負債の合計 446 億 1,333 万円 519 億 9,736 万円 503 億 6,796 万円
市民一人当たりの負債 67 万 0,232 円 78 万 8,030 円 76 万 8,613 円

（各年度の決算額） 　　市税
91 億 3,163 万円

35.3%

地方交付税
48 億 2,490 万円

18.6%13.7%

9.8%

7.9%

国庫支出金
35 億 5,234 万円

市債
25 億 2,315 万円

県支出金
20 億 3,709 万円

繰入金
５億 4,427 万円　2.1%

地方消費税交付金
12 億 4,923 万円

その他
15 億 8,583 万円

6.1%

繰越金
４億 3,287 万円　1.7%

民生費
94 億 2,202 万円

37.6%

教育費
24 億 4,672 万円

12.0%10.3%

10.3%

9.8%

9.8%

土木費
25 億 8,363 万円

衛生費
25 億 8,654 万円

公債費
29 億 9,739 万円

総務費
24 億 4,975 万円

消防費
11 億 6,243 万円

その他
７億 3,658 万円　2.8％

農林水産業費
６億 9,630 万円　2.8％

4.6％
4.8％

　健全化判断比率および資金不足比率は、「地方公共
団体の財政の健全化に関する法律」に基づいて算出さ
れたものです。財政状況が悪化しその比率が一定の基
準を超えた場合には、財政健全化計画や財政再生計画、
経営健全化計画の策定が義務付けられています。

　藤岡市の平成 30 年度決算における健全化判断比率
および資金不足比率は、国が定める早期健全化基準お
よび経営健全化基準を下回る結果となり、本市の財政
状況および公営企業の経営状況が健全であることを示
しています。

会　計　名 比率 経営健全化基準
水道事業会計 －

20.0
国民健康保険鬼石病院事業会計 －
下水道事業特別会計 －
特定地域生活排水処理事業特別会計 －
簡易水道事業等特別会計 －※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字のため

「－」で表示しています

健全化判断比率 資金不足比率

※各会計とも黒字のため「－」で表示しています

【参考】比率の概要

（単位：％）（単位：％）

区　分 概　要
実質赤字比率 １年間の収入に対する一般会計などの赤字額の割合
連結実質赤字比率 １年間の収入に対する全ての会計の赤字額の割合
実質公債費比率 １年間の収入に対する一般会計などの支出のうち、公債費や公債費に準じる経費の割合

将来負担比率 １年間の収入に対する一般会計などが将来的に負担することになっている実質的な負債額
 （職員の退職金や地方債、特別会計などの地方債に対する繰出金など）の割合

資金不足比率 公営企業の事業規模に対する一般会計などの実質収支に当たる公営企業会計の資金不足の
割合

平成 30年度　決算概要平成30年度に市民が負担した各種税金の内訳

平成30年度に市民一人当たりに使われたお金

国民健康保険鬼石病院事業会計

地方債

特　別　会　計

水道事業会計
収　入　（万円） 支　出　（万円）

科　目 予算額 収入済額 科　目 予算額 支出済額

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

水道事業収益 14億0,028 14億7,415 水道事業費用 12億2,547 11億6,856
営 業 収 益 12億8,558 13億4,607 営 業 費 用 10億5,107 10億0,952
営業外収益 １億 1,470 １億 2,707 営業外費用 1 億 5,829 １億 5,829

特 別 利 益 0 101
特 別 損 失 75 75
予 備 費 1,536 0

資
本
的
収
入
及
び
支
出

資本的収入 ３億 6,151 3 億 5,914 資本的支出 10億0,609 ９億 5,200
企 業 債 １億 6,620 １億 6,620 建設改良費 ６億 0,902 ５億 8,493出 資 金 7,241 7,241
負 担 金 5,049 4,812 企業債償還金 ３億 6,707 ３億 6,707補 助 金 7,241 7,241
固 定 資 産
売 却 代 金 0 0 予 備 費 3,000 0

収　入　（万円） 支　出　（万円）
科　目 予算額 収入済額 科　目 予算額 支出済額

国
民
健
康
保
険
鬼
石
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

病院事業収益 11億 7,176 12億 0,275 病院事業費用 12億 1,171 12億 0,091
医 業 収 益 ９億 7,952 10億 0,890 医 業 費 用 11億 5,307 11億 4,721
医業外収益 1億 6,785 1億 6,934 医業外費用 2,123 1,970
特 別 利 益 0 0 特 別 損 失 50 0

訪 問 看 護 ス
テーション収益 2,439 2,451

訪 問 看 護 ス
テーション費用 3,591 3,400

予 備 費 100 0
資
本
的
収
入
及
び
支
出

資 本 的 収 入 9,872 9,871 資 本 的 支 出 １億 2,764 １億 2,463
企 業 債 2,770 2,770 建設改良費 5,992 5,691
他会計補助金 7,102 7,101 企業債償還金 6,772 6,772固定資産売却代金 0 0 　歳　入　　収入済額　258 億 8,131 万円 　歳　出　　支出済額　250 億 8,136 万円

比　率　名 比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.75 20.00
連結実質赤字比率 － 17.75 30.00
実質公債費比率 10.5 25.00 35.00
将来負担比率 9.4 350.00
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人事行政の運営等の公表人事行政の運営等の公表

部門別職員数の状況（平成31年 4月 1日現在）

区 分
職員数 前年比増減数

平成
29年

平成
30年

平成
31年

平成
30年

平成
31年

一般行政部門

議 会
人 人 人 人 人
6 6 6 0 0

総務企画 104 102 101 － 2 － 1

税 務 31 32 31 1 － 1

労 働 1 1 1 0 0

農林水産 22 22 22 0 0

商 工 15 17 18 2 1

土 木 48 47 48 － 1 1

民 生 61 61 67 0 6

衛 生 38 38 37 0 － 1

小 計 326 326 331 0 5

特別行政部門

教 育 81 77 73 － 4 － 4

普 通 会 計 407 403 404 － 4 1

公営企業等会計部門

病 院 87 91 102 4 11

水 道 24 25 24 1 － 1

下 水 道 7 7 7 0 0

そ の 他 55 58 51 3 － 7

小 計 173 181 184 8 3

合 計 580 584 588 4 4
　 ※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身
分を有する休職者、派遣職員などを含み、再任用職員、臨
時または非常勤職員を除きます

退職の状況（平成30年度）

区  分 定年退職 応募認定
退職 普通退職 分限免職 懲戒免職 計

退職者数
人 人 人 人 人 人
14 1 7 0 0 22

昇降任の状況（平成30年度・行政職）

区  分 部長職 副部長職 参事職 課長職 課長
補佐職 係長職 計

昇任者数
人 人 人 人 人 人 人
2 0 4 9 5 5 25

降任者数 0 0 0 0 0 0 0

　市職員の給与や職員数、勤務条件などの人事行
政の運営等の状況についてお知らせします。
　市では、効率的な行政運営・職員体制を構築す
るために、給与水準の適正化や定員の適正化に取
り組んでいます。
問い合わせ　職員課（☎40 2226）

採用の状況（平成30年度）

区　分
行政職

医療職 計
（事務）（土木）（電気）

採用者数
人 人 人 人 人
22 2 1 12 37

（参考）再任用職員数の状況
平成 29年 平成 30年 平成 31年

20 人 24 人 24 人

特別職の報酬などの状況（平成31年 4月１日現在）

区分
給　　料 報　　酬

市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員

給料など
の 月 額

円 円 円 円 円 円

87万 8,000 71 万 2,000 64 万 1,000 44 万 1,000 38 万 9,000 37 万

期末手当
平成 30年度支給割合
6月期 2.20 月分　12月期 2.20 月分
合計 4.40 月分

平成 30年度支給割合
6月期 2.225 月分　12月期 2.225 月分
合計 4.45 月分

一般行政職級別職員数の状況（平成31年 4月 1日現在）
区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

計標準的
職 務 主事 主任 係長

代理
係長・
主査

課長
補佐 課長 参事 部長

職員数
人 人 人 人 人 人 人 人 人

70 49 67 87 35 33 9 12 362

構成比
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

19.4 13.5 18.5 24.0 9.7 9.1 2.5 3.3 100

1 年前
構成比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

20.7 14.0 15.7 22.7 11.8 8.4 2.8 3.9 100

　 ※標準的職務とは、それぞれの級に該当する代表的な職名
です

人件費の状況（平成30年度普通会計決算）
人口

（31.3.31）
歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

29年度の
人件費率

人 万円 万円 万円 ％ ％

65,531 252 億 5,830 7 億 7,836 35 億 2,435 14.0 14.2

 ※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含み
ます（特別職：市議会議員、市長、区長、非常勤の委員など）

職員給与費の状況（令和元年度普通会計予算）

職員数
（A）

給与費 １人当たり
給与費
（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

人 万円 万円 万円 万円 万円

429 14 億 9,530 2 億 8,650 5 億 8,541 23 億 6,722 551

※職員手当には、児童手当および退職手当は含みません

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢
の状況（平成31年 4月 1日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢 平均給料

月額
平均給与
月額 平均年齢

円 円 歳 円 円 歳

29 万 2,778 33 万 0,166 39.7 24 万 0,559 27 万 4,009 47.9

　 ※平均給与月額とは、給料に扶養・住居・通勤・特殊勤務・
　時間外勤務手当を加えた平均の額です

職員の初任給の状況（平成31年 4月 1日現在）

区　分
藤岡市 国

決　定
初任給

採用後2年
経過給料額

決　定
初任給

採用後2年
経過給料額

一 般
行 政 職

大学卒
円 円 円 円

18 万 0,700 19 万 2,400 18 万 0,700 19 万 2,400

高校卒 14 万 8,600 15 万 7,000 14 万 8,600 15 万 7,000

技 能
労 務 職 高校卒 14 万 8,600 15 万 7,000 14 万 6,000 15 万 4,300

職員手当の状況（平成31年 4月 1日現在）
種 　　類 内　　　容
扶 養 手 当 配偶者＝ 6,500 円　子ども＝ 1万円　父母など＝ 6,500 円　特定期間の加算＝ 5,000 円
住 居 手 当 借家＝家賃により上限２万 7,000 円
通 勤 手 当 交通機関など＝運賃相当額　自動車など＝片道２km以上の通勤距離による
特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康その他特殊な業務に就いたときに支給される手当（12種）
期末・勤勉手当 ６月＝期末 1.300カ月・勤勉 0.925 カ月　12月＝期末 1.300 カ月・勤勉 0.925 カ月　計 4.45 カ月

管理職手当 部長＝ 8万 2,200 円　副部長＝ 7万 7,400 円　参事＝ 6万 6,400 円　課長＝ 6万 2,300 円
課長補佐＝ 5万 5,500 円　係長＝ 4万 6,300 円

時 間 外 勤
務 手 当

月 60時間以下　平日＝時給× 1.25（深夜 1.5）　休日＝時給× 1.35（深夜 1.6）
月 60時間超過　時給× 1.50（深夜 1.75）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成31年 4月 1日現在）

区　分 経験年数
10～15年未満

経験年数
15～20年未満

経験年数
20～25年未満

一 般
行 政 職

大学卒
円 円 円

27 万 2,730 33 万 0,683 36 万 5,489

高校卒 23 万 3,671 非公表 34万 9,640

技 能
労 務 職 高校卒 非公表 26万 0,801 28 万 2,867

　※一般行政職高校卒の経験年数 15 年以上 20 年未満、技能
　労務職高校卒の経験年数 10 年以上 15 年未満に該当する人
　数がそれぞれ 1人のため非公表とします

人事行政の運営等の状況

職員の任免および職員数に関する状況

職員の給与の状況
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人事行政の運営等の公表

勤務時間の状況

休暇などの概要
　休暇などの種類は、年次休暇、病気休暇、公民
権の行使、生理休暇、結婚休暇、産前産後の休暇、
出産介護休暇、育児時間休暇、子どもの看護休暇、
忌引、父母の祭日休暇、ドナー休暇、夏季休暇、
長期勤続休暇、ボランティア休暇、介護休暇など

※平成 30年度実施分

　平成 20年度から人事考課制度を導入し、28年
度からは人事評価制度を導入しています。

評価の種類 基準日 対象期間

能力評価 毎年９月１日 10月１日から翌年の８月31日まで

業績評価 毎年10月１日・
         ４月１日

４月１日から９月 30日
までおよび 10月１日か
ら翌年３月 31日まで

勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員は、給与、勤務時間そのほかの勤務条件に
関し、市当局より適当な措置がとられるべきこと
を公平委員会に要求することができます。
　※平成 30年度は要求がありませんでした

不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員は懲戒そのほか、意に反する不利益な処分
に関して、公平委員会に不服の申し立てをするこ
とができます。
　※平成 30年度は要求がありませんでした

服務規律の概要
　服務の根本基準は「全て職員は、全体の奉仕者と
して公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂
行に当たっては全力を挙げてこれに専念しなけれ
ばならない」というものです。

分限・懲戒制度の概要
　分限処分とは、職員が職責を果たすことができ
ないことにより行う処分。懲戒処分とは、服務違
反や不正行為により行う処分です。
　分限の種類＝免職・休職・降任・降給
　懲戒の種類＝戒告・減給・停職・免職
　※平成 30年度は休職５件

安全衛生に関する事項
　衛生管理者、衛生推進者、産業医を選任。また
衛生委員会を設置し、職員の危険または健康障害
の防止、労働災害の原因調査や防止策などに努め
ています。

公務災害の認定状況
　職員が、公務中に負傷した場合や公務が原因で
病気になった場合は、一般的に公務災害として取
り扱われ「地方公務員災害補償法」が適用されます。
　※平成 30年度は５件の認定がありました

1週間の勤務時間 38時間 45分
1 日の勤務時間  7 時間 45分
勤務の開始時間 午前 8時 30分
勤務の終了時間 午後 5時 15分
休 憩 時 間 正午～午後 1時

区　分 受講者数 受講日数 内　容

一般研修 145 人 19 日 新任（事前研修含む）・中級職員、
監督者、管理者などの研修

特別研修 475 人 11 日 接遇対応、法制執務などの研修

派遣研修 105 人 108 日 人権啓発指導者、地域政策、住民
行政、地方公務員制度などの研修

項目 金額等 備考

A  共済会に対する助成額 309万円

B  会員による掛金の額 653万 7,000円 平成30年 4月 1日~平成31年３月 31日

C  公費負担率A/（A+B） 32.1%

D  共済会員数 619人 平成30年4月1日現在

E  会員一人あたりの補助金額A/D 4,992円

11 月は「年金月間」です

▽納付猶予制度（50歳未満が対象）…本人と配偶
　者の所得に応じて保険料が猶予されます

▽ 学生納付特例制度…大学・短大・専門学校など
　の学生で所得が一定以下の場合、在学期間中の
　保険料が猶予されます
※失業による免除・猶予の申請…失業した時は、
所得があっても免除・猶予になる場合があります。
詳しくは保険年金課へお問い合わせください

　国民年金の種類
　日本国内に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての
人が国民年金へ加入しなければなりません。職業
などにより３つに分類されます。

▽第１号被保険者…自営業・学生など
　→保険料を自分で納める必要があります

▽第２号被保険者…会社員・公務員など
　→保険料は、給与天引きされます

▽第３号被保険者…第２号被保険者に扶養されてい
　　　　　　　　　  る配偶者
→保険料を納める必要がありません。第２号被

　　保険者の年金制度で負担します

　保険料と納付方法
　本年度の保険料は、月額１万 6,410 円です。
　保険料の納付は、日本年金機構から送られた納
付書により、金融機関、ゆうちょ銀行、コンビニ
エンスストアなどで納めます。その他にも、口座
振替、クレジットカードも利用できます。

　保険料の納付が困難なときは
　所得の減少や失業などで保険料の納付が困難な
ときは、申請により保険料が免除や猶予される制
度があります。

▽保険料免除制度…世帯の所得に応じて保険料の
　全額または一部が免除されます

振替方法 納付
時期

本来の
保険料

前納による
保険料 割引額

２年前納※
（４月から翌々年３月分） ４月末 39万5,400円 37万9,640円 1万 5,760 円

１年前納
（４月から翌年３月分） ４月末 19万6,920円 19万2,790円 4,130 円

６カ月前納
（10月から翌年３月分） 10月末 9万8,460円 9万 7,340円 1,120円

当月末振替（早割）毎月月末  1 万6,410円 1万 6,360円 50円
※ 1万 6,410 円（元年度分）× 12カ月＝ 19万 6,920 円と 1万 6,540 円

（２年度分）× 12カ月＝ 19万 8,480 円の合計です

給付の種類 受給対象者など 年金額（年額）

老齢基礎年金 保険料を納めた期間（免除・猶予期間を含む）が 10 年以上ある人
が、原則として 65歳から受け取れます

78万 0,100 円
※ 20～ 60 歳まで 40年間、全ての保険料を

納めた場合

障害基礎年金
国民年金に加入中や 20 歳未満の病気やけがで一定の障がいが
残った場合に支給されます。障がいの等級に応じて１級と２級が
あります

１級障がい＝ 97 万 5,125 円
２級障がい＝ 78 万 0,100 円

遺族基礎年金
国民年金に加入中の人が死亡した場合に、その遺族に支給されま
す。受けられるのは死亡した人に生計を維持されていた子ども※

または、子ども※のいる配偶者です
※ 18歳未満もしくは障がいのある 20歳未満の子ども

子どもだけの場合＝ 78 万 0,100 円
子どものいる配偶者の場合（子１人）＝ 100
万 4,600 円
※子どもの人数に応じて年額が変わります

[ 国民年金給付の種類 ]

問い合わせ　保険年金課（☎40 2259）・高崎年金事務所（☎ 027・322・4299）

　あなたに身近で大切な「国民年金」について
じっくり考えてみませんか。

退職年度 届出対象者数 営利企業等への従事者数
（届出対象者のうち）

平成 30年度 8人 1人

職員の勤務時間その他の勤務条件および休業の状況 職員の服務および分限・懲戒処分の状況

職員の福祉および利益の保護の状況

退職管理の状況

藤岡市職員共済会に対する助成等の状況

職員の研修および人事評価の状況

公平委員会の業務の状況

便利でお得な口座振替
　口座振替は納め忘れの心配がなくなるだけ
でなく、１カ月当たりの保険料が割り引きさ
れる「前納」や「早割」を選択することもできます。

▽ 口座振替の申し込み・手続き…年金手帳・
預金通帳・届出印を持って、金融機関または保
険年金課へ申し込んでください
[ お得な振替方法 ]
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P10-E

P10-A

P10-C

　鬼石多目的ホールで「読売の森」整
備植樹祭が開催されました。台風の
接近により屋内での式典となりまし
たが、読売新聞東京本社矢ヶ崎販売
局長をはじめとする多くの来賓、鬼
石小学校や鬼石北小学校児童、冬桜
の保全に取り組んでいる勢多農林高
校生徒が参加しました。児童のメッ
セージでは桜山公園への思いを熱く
語り、植樹には生徒・児童と一緒に
代表者が大きく育つよう丁寧に土を
入れ、新たに桜山公園への思いを一
つにしました。

これからも続く桜山公園のために思いを込めました。

お月見は残念でしたがお餅はおいしいです。

会場内に自分たちの思いが響き渡りました。

冬桜の保全のために読売の森整備植樹祭
10
11

　鬼石公民館で婦人会などによる十三夜とお餅
つきが開催されました。台風の接近によりお月
見はできませんでしたが、地域の人が集まり、
子どもたちは杵

きね

と臼でついた、つきたての温か
い餅を「おいしい！」とみんな笑顔でおなかいっ
ぱい食べました。

今年で８回目
三夜とお餅つき十 10

11

10
中

　みかぼみらい館で青少年健全育成大会が開催
されました。少年の主張藤岡市大会最優秀賞受
賞者中学生３人の発表や教育評論家による講演
会もあり、家庭や学校・地域が連携し、市民一丸
となって更なる健全育成に取り組むことを誓い
ました。

子どもの健やかな成長のために
民一丸となって取り組む市 10

9

８つのミッションを解いてキーワードを探しました。

五感の全てを使って対象と向き合う。

クラリネットとピアノの音色に聞き入る。

　世界文化遺産登録５周年を記念し、お茶会や
繭クラフトなどの体験、1日限定のゆかりんカフェ
が出店し、多くの人でにぎわいました。小学生
以下を対象としたリアル謎解きゲームでは、高
山社跡や高山社情報館などを巡り、養蚕や高山
社跡について楽しく学ぶことができました。

　初心者俳句教室が俳人の木下涼
りょうくん

薫さんを講師
に迎え、藤岡公民館で開催されました。参加者
13人は、俳句は五七五の十七音でつくることや
季語を一つ入れることなどの基礎を学んだ後、
講師のアドバイスを受けながら句を詠み、さら
に庚申山総合公園で吟

ぎんこう

行を楽しみました。

世界文化遺産登録5周年を祝う

楽しみながら俳句を学ぶ

山社跡5周年記念フェスタ

七五の十七音でつくる

高

五

　神流公民館でおもしろ科学教室が開催され、
子どもたちが創意工夫のペットボトル風車を作り
ました。風を受けて風車が回ると、発電した電気
でLEDが光り、子どもたちの歓声が上がりました。
参加者に工夫した点を聞くと、風を受けやすい
よう羽根に角度を付けたと教えてくれました。

　図書館コンサートが開催されました。演奏は
クラリネット奏者の髙橋貞春さんとピアノ伴奏
の糸賀のぶ子さん。入場者59人は、アヴェ・マ
リア（グノー・バッハ）や野ばら（シューベルト）
などのほか、里の秋や月の砂漠などの日本のう
たに聞き入りました。

ペットボトル風車で発電

図書館コンサート

学のおもしろさ伝える

ラリネットの音色を楽しむ

科

ク

10
19

10
13

10
20

風車が発電した電気でLEDが光り喜ぶ子ども。



Information ～お知らせ～

14広報ふじおか　令和元年11月1日号15 広報ふじおか　令和元年11月1日号

　
藤
岡
北
高
生
が
実
習
で
作
っ
た

草
花
・
パ
ン
を
販
売
し
ま
す
。

日
時
11
月
30
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午（
パ
ン
販
売
は
10
時
30
分
〜
）

会
場　
藤
岡
北
高
校

販
売
品
・
価
格　
▽
シ
ク
ラ
メ
ン

（
大
）＝
２
０
０
０
円（
１
人
３

鉢
ま
で
）・（
中
）
＝
１
０
０
０

円
▽
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
＝
５
０
０
円

▽
花
壇
苗
＝
50
円
〜
▽
寄
せ
植
え
＝

３
０
０
円
〜

そ
の
他　
▽
販
売
品
は
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。
箱
や
袋
な
ど
持
ち

帰
り
容
器
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
▽
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
。
乗

り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
北
高
校（
☎

㉒
２
３
０
８
）

日
時
11
月
１
日
㈮
〜
12
月
24
日

㈫
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分（
11

月
４
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
、
11

月
５
日
㈫
を
除
く
）

会
場　
土
と
火
の
里
公
園

内
容
・
体
験
料　
▽
染
色
工
房
＝

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
・
１
０
０
０
円
、

ス
ノ
ー
マ
ン
・
１
３
０
０
円
、
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
・
１
４
０
０
円

▽
陶
芸
工
房
＝
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

の
貯
金
箱
・
１
３
０
０
円
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
・
１
６
０
０
円
▽

ガ
ラ
ス
工
房
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

ラ
ー
・
１
８
０
０
円
、
吹
き
ガ
ラ

ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
・
３
５

０
０
円

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
土
と
火
の
里
公
園

（
☎
㉘
０
３
８
５
）

　
公
開
を
直
前
に
控
え
た
藤
岡
ま

ち
映
画「
コ
ウ
と
チ
ョ
ウ
ゴ
ロ
ウ

の
夏
」の
監
督
で
あ
る
藤
橋
誠
さ

ん
が
映
画
製
作
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

日
時
11
月
21
日
㈭
午
後
３
時
〜

４
時

会
場　
小
野
小
学
校

内
容　

映
画
製
作
秘
話
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
対
談
・
キ
ャ
ス

ト
紹
介
な
ど

持
っ
て
く
る
物　
ス
リ
ッ
パ

そ
の
他　
駐
車
場
は
小
野
公
民
館

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
小
野
公
民
館（
☎

㉒
１
２
３
９
）

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
満
天
の
星

と
音
楽
に
耳
を
傾
け
ア
ロ
マ
が
香

る
癒
し
空
間
へ
。

日
時
12
月
６
日
㈮
午
後
７
時
〜

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

対
象　
暗
い
場
内
で
も
静
か
に
観

覧
で
き
る
人

定
員
80
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

６
日
㈬
か
ら
み
か
ぼ
み
ら
い
館（
☎

㉒
５
５
１
１
）へ

日
時
11
月
23
日
㈷
午
前
9
時
〜

正
午

会
場　
三
波
石
峡（
三
波
石
峡
駐

車
場
集
合
）

参
加
料　
２
０
０
円（
保
険
料
）

持
っ
て
く
る
物　
双
眼
鏡

申
し
込
み　
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
小
井
土
幸
男
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
０
３
４
・
１
３

５
３
）・
に
ぎ
わ
い
観
光
課（
☎

52
３
１
１
１
）

　
消
防
各
隊
の
士
気
の
高
揚
を
図

り
、
消
防
活
動
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
消
防
点
検
を

実
施
し
ま
す
。

日
時
11
月
10
日
㈰
▽
第
１
部
＝

午
前
９
時
〜
10
時
30
分
▽
第
２
部
＝

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　
中
央
公
園

内
容　
▽
第
１
部
＝
表
彰
・
分
列

行
進
・
服
装
点
検
・
車
両
点
検
▽

第
２
部
＝
各
種
防
災
体
験
・
消
防

ポ
ン
プ
車
の
展
示
な
ど

　
※
第
２
部
は
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

そ
の
他　
▽
当
日
、
朝
７
時
ご
ろ

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
▽
雨
天
の
場
合
、
第
２
部

は
中
止

問
い
合
わ
せ　
地
域
安
全
課（
☎

㉒
７
４
４
４
）

　
台
風
の
接
近
に
よ
り
次
の
と
お

り
延
期
し
ま
し
た
。

期
日
11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

内
容　
▽
エ
コ
カ
ー
試
乗
会
・
展

示
会
▽
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
▽

地
球
温
暖
化
Ｖ
Ｒ
動
画
体
験
会

会
場　
ら
ら
ん
藤
岡

問
い
合
わ
せ　
環
境
課（
☎
40
２

２
６
４
）

　
や
さ
し
い
英
語
を
楽
し
く
た
く

さ
ん
読
み
進
め
る
英
語
多
読
法
を

学
び
ま
す
。

日
時
11
月
30
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ル
ジ
ュ

ロ
ン
さ
ん（
群
馬
大
学
准
教
授
）

対
象　
高
校
生
以
上
で
英
語
に
興

味
や
関
心
が
あ
る
人

定
員
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

22
日
㈮
ま
で
に
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内
☎
40

２
４
２
８
）へ

日
時
12
月
７
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午

会
場　
美
土
里
公
民
館

定
員
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円

　
※
２
食
分
を
打
ち
ま
す
。
試
食

す
る
場
合
は
１
食
分
を
食
べ
、
１

食
分
は
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す

持
っ
て
く
る
物　
エ
プ
ロ
ン
・
タ

オ
ル
・
三
角
巾

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

18
日
㈪
か
ら
美
土
里
公
民
館（
☎

㉒
１
２
４
９
）へ

日
時

11
月
26
日
、
12
月
10
日
・

24
日
、
令
和
２
年
1
月
14
日
・
28

日
の
火
曜
日（
全
５
回
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場　
神
流
公
民
館

講
師　
井
上
武
仕
さ
ん（
画
家
）

定
員
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
物　
水
入
れ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

13
日
㈬
〜
20
日
㈬
に
神
流
公
民
館

（
☎
㉔
０
８
０
９
）へ

竹原ピストル　全国弾き語り ツアー
　日　時　11月 13日㈬午後 7時開演
　 入場料　全席指定 4,400 円
　　　　　（未就学児膝上無料）

南こうせつ　コンサートツアー 2020
　日　時　令和 2年３月８日㈰午後 5時開演
　 入場料　全席指定 6,800 円（未就学児入場不可）

劇団飛行船　アラジン～ササン王国の不思議なランプ
　日　時 令和 2年 2月 8日㈯午後 1時 30分開演
　 入場料　全席指定　1席 1,500 円
　　　　　　　　　　2席 2,000 円（ペア席）
　　　　　（3歳未満膝上無料）
　チケット発売　12月 15日㈰午前 9時～

伊奈学園総合高等学校吹奏楽部 Winter Concert 2020
　日　時 令和 2年 2月 11日㈷午後１時 30分開演
　 入場料　全席自由 1,500 円（未就学児入場不可）
チケット発売　11月 24日㈰午前 9時～

太鼓エモーション
　日　時　11月 10日㈰午後１時開演
入場料　１階指定席　3,000 円

　　　　　２階自由席　2,000 円
　　　　　（3歳未満膝上無料）

高嶋ちさ子　ピアノクインテット
　日　時　12月 21日㈯午後 2時開演
　 入場料　全席指定 5,500 円
　　　　　（未就学児入場不可）

※入場料は前売り券の価格です（プラネタリウム除く）

みかぼみらい館

プラネタリウム（通常投影）
投影日 毎週土・日曜日、祝日
　 入場料　大人 310 円、小・中学生 210 円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　▷こぐま座のティオ　星空だいぼうけん　午前 10時～
　▷ドラえもん宇宙ふしぎ大探検 3　地球のふしぎ
　　午前 11時～・午後 3時～
　▷ノーマン・ザ・スノーマン～流れ星のふる夜に～
　　午後 1時 30分～

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

  

講
座
・
教
室

  
イ
ベ
ン
ト

藤
岡
北
高
冬
の
ア
グ
リ
フ
ェ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

藤
岡
ま
ち
映
画
が
で
き
る
ま
で

英
語
多
読
入
門
講
座

そ
ば
打
ち
教
室

初
心
者
絵
手
紙
教
室

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
普
及
啓
発
事
業

星
と
音
楽
の
夕
べ
〜
ク
リ
ス
マ
ス
〜

探
鳥
会

消
防
隊
秋
季
消
防
点
検

問（☎㉒ 5511）
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ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
型
繭
ク
ラ
フ
ト
を
制
作
し

ま
す
。

日
時
12
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
11
時

会
場　
高
山
社
情
報
館

定
員
16
人（
先
着
順
）

対
象　
小
学
５
年
生
以
上

参
加
料　
１
５
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

11
日
㈪
か
ら
電
話
で
高
山
社
情
報

館（
☎
㉓
７
７
０
３
）へ

　
藤
の
つ
る
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
か
ご
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
12
月
１
日
㈰
午
後
１
時
〜

会
場　
ふ
じ
ふ
れ
あ
い
館

定
員
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
物

剪せ
ん
て
い定

バ
サ
ミ
・

エ
プ
ロ
ン
・
軍
手

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
商
工
観
光

課（
☎
40
２
３
１
７
）へ

日
時
12
月
２
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

会
場　
藤
岡
公
民
館

内
容　
▽
白
菜
キ
ム
チ
▽
海
鮮
チ

ヂ
ミ

講
師　
徐
愛
子
さ
ん（
韓
国
料
理

講
師
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員
24
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
２
０
０
円（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

７
日
㈭
〜
11
月
26
日
㈫
に
電
話
で

藤
岡
公
民
館（
☎
㉒
０
５
３
４
）へ

　
お
気
に
入
り
の
器
で
か
わ
い
い

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
11
月
28
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　
藤
岡
公
民
館

内
容　
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
２

鉢
の
作
成

講
師　
平
居
雅
恵
さ
ん（
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
物　
植
物
を
植
え
る

鉢
２
個（
直
径
10
㎝
深
さ
10
㎝
程

度
、
マ
グ
カ
ッ
プ
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

７
日
㈭
〜
22
日
㈮
に
電
話
で
藤
岡

公
民
館（
☎
㉒
０
５
３
４
）へ

採
用
予
定
日　
令
和
2
年
4
月
1
日

職
種
・
募
集
人
数　
①
看
護
師
・

准
看
護
師
＝
若
干
人
②
診
療
放
射

線
技
師
＝
１
人

資
格　
有
資
格
者
か
２
年
に
実
施

さ
れ
る
国
家
試
験
で
資
格
取
得
見

込
み
の
人
で
、
地
方
公
務
員
法
第

16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

人（
①
は
有
資
格
者
の
み
）

選
考
日　
令
和
2
年
１
月
11
日
㈯

提
出
書
類　
▽
採
用
試
験
申
込
書

▽
調
査
票
▽
資
格
免
許
証
の
写
し

（
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
は

卒
業
見
込
証
明
書
と
成
績
証
明
書
）

そ
の
他　
▽
提
出
書
類
の
様
式
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
▽
資
格
取
得
見

込
み
の
人
は
資
格
取
得
が
採
用
条
件

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

５
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
郵
送
で

375
–
８
５
０
３
藤
岡
市
中
栗
須
８

１
３
–
１
藤
岡
総
合
病
院
総
務
課

（
☎
㉒
３
３
１
１
）へ

日
時　
令
和
2
年
1
月
13
日
㈷
午

前
8
時
20
分
開
会

会
場　
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

競
技
内
容
▽
小
学
１・２
年
生
＝

1.1
㎞
▽
小
学
3
〜
6
年
生
＝
1.9
㎞

▽
中
学
生
＝
3.8
㎞（
女
子
＝
2.7
㎞
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中

学
生（
中
学
3
年
生
を
除
く
）

参
加
料　
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

29
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
①
12
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮

（
全
４
回
）②
令
和
2
年
１
月
21

日
㈫
〜
24
日
㈮（
全
４
回
）午
後

６
時
〜
７
時
30
分

会
場　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
前
橋
市
関

根
町
）

対
象　
５
歳
以
上
の
初
心
者（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容　
滑
走
技
術
全
般

定
員
80
人（
先
着
順
）

参
加
料　
▽
大
人
３
５
０
０
円
▽

高
校
生
以
下
２
５
０
０
円（
滑
走

料
、
保
険
料
を
含
む
。
貸
し
靴
代

１
日
３
１
０
円
が
別
途
必
要
に
な

り
ま
す
）

そ
の
他　
ス
ケ
ー
ト
に
適
し
た
服

装
で
必
ず
手
袋
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い

申
し
込
み　
①
は
12
月
７
日
㈯
、

②
は
令
和
2
年
１
月
11
日
㈯
ま
で

に
、
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
る
申
込
書

を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会「
令
和
元
年
度
初
心

者
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
係
」へ

問
い
合
わ
せ　
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
☎
０
２
７・
２
３
４・
５
５
５

５

０
２
７・
２
３
４・
５
９
２

６
）

日
時
12
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30

分
開
会

会
場　
市
民
体
育
館

種
目　
９
人
制（
家
庭
婦
人
）

対
象　
市
内
在
住
の
既
婚
者
お
よ

び
35
歳
以
上
の
女
性
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム

参
加
料　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
代
表
者
が
参
加
料
を

持
っ
て
11
月
18
日
㈪
午
後
７
時
か

ら
市
教
育
庁
舎
で
行
わ
れ
る
代
表

者
会
議
へ

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

　

健（
検
）診
の
受
診
は
健
康
づ

く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
は
、
医

療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
年

に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
自
分

や
家
族
の
た
め
に
も
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

  

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
診

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
対
象

者
に
は
市
か
ら
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
健
診
は
11
月
30
日
㈯

ま
で
市
内
の
医
療
機
関
で
実
施
し

ま
す
。

  

各
種
が
ん
検
診

　
胃
が
ん
検
診
は
11
月
30
日
㈯
ま

で
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
甲

状
腺
が
ん
検
診
は
令
和
２
年
２
月

29
日
㈯
ま
で
市
内
の
医
療
機
関
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
日
程
は「
平
成
31
年

度
藤
岡
市
検
診
等
の
ご
案
内
」で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

日
時
11
月
26
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
▽
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て

相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定
▽
体
組

成
測
定

持
っ
て
く
る
物　
各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

そ
の
他　
▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

手話をやってみよう（第8回）
手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、

表情を使って視覚的に表現する言語です。
手話が身近な言語となるよう、皆さんもやっ

てみましょう。
今月は「手伝ってください（助けてください）」

を紹介します。

左手の親指を立て、右手で左手の甲を２回優しく
たたく

【手伝ってください（助けてください）】

  

募
集

  

ス
ポ
ー
ツ

　
　
問
☎
50
８
２
１
３

  

健
康
福
祉

繭
ク
ラ
フ
ト
教
室

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
教
室

キ
ム
チ
・
チ
ヂ
ミ
作
り
教
室

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

藤
岡
総
合
病
院
職
員

特
定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ラ
ソ
ン
大
会

初
心
者
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室

成
人
健
康
相
談

藤
づ
る
で
編
む

か
ご
作
り
講
習
会

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉
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日
時
11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
場
、
２
時
〜
４
時

会
場　
藤
岡
多
野
医
師
会
館

演
題　
認
知
症
最
前
線
〜
予
防
・

治
療
〜

講
師　
中
村
祐
さ
ん（
香
川
大
学

医
学
部
精
神
神
経
医
学
講
座
教
授
）

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
介
護
高
齢
課
内
☎
40
２

２
８
７
）・
篠
塚
病
院（
☎
⑳
１

１
０
３
）

日
時
11
月
16
日
㈯
午
後
２
時
〜

会
場　
藤
岡
多
野
医
師
会
館

演
題　
我
が
家
で
暮
ら
し
続
け
る

に
は
〜
様
々
な
病
気
を
抱
え
て
も
〜

講
師　
鈴
木
央
さ
ん（
鈴
木
内
科

医
院
院
長
）

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
多
野
医
師
会

事
務
局（
☎
㉒
０
２
５
１
）・
健

康
づ
く
り
課（
☎
40
２
８
０
７
）

日
時
11
月
27
日
㈬
午
後
２
時
〜

会
場　
藤
岡
総
合
病
院

演
題　
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て

講
師　
藤
岡
総
合
病
院
看
護
師

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
総
合
病
院（
☎

㉒
３
３
１
１
）・
健
康
づ
く
り
課

（
☎
40
２
８
０
７
）

　
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
31
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
人
に
、

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も

控
除
の
対
象
で
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
年

末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

発
行
時
期
11
月
上
旬

　
※
令
和
元
年
10
月
１
日
〜
12
月

31
日
に
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
令
和
２
年

２
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
・
０
０

３
・
０
０
４
）・
保
険
年
金
課（
☎

40
２
２
５
９
）

　
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
・
消
費

税
申
告
書
の
作
成
方
法
や
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

  

青
色
申
告
者（
事
業
・
不
動
産
所
得
関
係
）

日
時
・
会
場　
▽
12
月
３
日
㈫
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
神
流

町
商
工
会
館
▽
12
月
６
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
藤
岡
商

工
会
議
所

  
青
色
申
告
者（
農
業
所
得
関
係
）

日
時
・
会
場

12
月
４
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
Ｊ
Ａ
た

の
ふ
じ
本
店

  

白
色
申
告
者

日
時
・
会
場

12
月
９
日
㈪
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
藤
岡
商

工
会
議
所

  

申
告
説
明
会（
消
費
税
課
税
事
業
者
）

日
時
・
会
場

12
月
13
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
藤
岡
商

工
会
議
所

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
税
務
署（
☎

㉒
０
９
７
１
）

　
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
職
員
が

直
接
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時
11
月
13
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
７
時

会
場　
市
役
所
本
庁
舎

持
っ
て
く
る
物　
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
な
ど
）・
日
本
年
金
機

構
か
ら
の
通
知
や
年
金
手
帳
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　
※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課（
☎

40
２
２
５
９
）

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本

な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者

の
請
求
に
よ
り
交
付
し
た
場
合
に

交
付
の
事
実
を
本
人
へ
通
知
す
る

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
利
用
に

よ
っ
て
不
正
取
得
の
早
期
発
見
、

不
正
請
求
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。
な
お
、
制
度
の
利
用
に
は
事

前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
請
窓
口　
市
役
所
市
民
課
・
鬼

石
総
合
支
所
鬼
石
振
興
課

登
録
で
き
る
人　
▽
本
市
の
住
民

票
ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人（
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

登
録
に
必
要
な
物　
▽
本
人
通
知

制
度
事
前
登
録
申
込
書（
申
請
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
）▽
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
▽
代
理
人

が
申
請
す
る
場
合
、
委
任
状
お
よ

　第８回上州藤岡蚕マラソン開催に伴い、下
図区間が通行止めとなります。ご迷惑をお掛
けしますが、ご協力をよろしくお願いします。
　※当日陸上競技場は車の出入りはできませ
ん。また、通行止め時間内はコミュニティ・
センター「やすらぎ」を利用できません
問い合わせ　上州藤岡蚕マラソン実行委員会
（スポーツ課内☎50 8213）

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

規
制
日
　
11
月
24
日
㈰

規
制
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分

び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　
※
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す

登
録
の
有
効
期
限　
登
録
日
か
ら

３
年
間

　
※
登
録
期
限
満
了
前
に
、
継
続

申
請
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
す
る

の
で
、
必
要
に
応
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
継
続
し
て
利
用
す
る

場
合
に
は
登
録
期
限
満
了
日
１
カ

月
前
か
ら
申
請
で
き
ま
す

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書　
▽

住
民
票（
除
票
含
む
）の
写
し
▽

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
▽
戸
籍

（
除
籍
含
む
）謄
抄
本
▽
戸
籍
附

票（
除
附
票
含
む
）

通
知
の
内
容　
▽
証
明
書
の
交
付

年
月
日
▽
交
付
し
た
証
明
書
の
種

類
お
よ
び
通
数
▽
交
付
請
求
者
の

種
別（
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
）

登
録
事
項
の
変
更・廃
止　
住
所・

氏
名
に
変
更
が
生
じ
た
時
、
ま
た

は
こ
の
制
度
の
利
用
を
廃
止
し
よ

う
と
す
る
時
は
、
本
人
通
知
制
度

事
前
登
録（
変
更
・
廃
止
）届
出

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課（
☎
40
２

２
５
６
）

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」

で
す
。
児
童
虐
待
は
、
家
庭
だ
け

で
は
な
く
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
人

は
、
通
報
・
相
談
窓
口
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
通
報
し
た
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
、
通
報
者
が
誰
で
あ
る

か
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

通
報
・
相
談
窓
口　
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
１
８
９
）・

県
西
部
児
童
相
談
所（
☎
０
２
７・

３
２
２
・
２
４
９
８
）・
市
子
ど

も
課（
☎
40
２
２
８
６
）

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）と
は「
親
密
な
関

係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
」の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
暴
力

の
形
は
身
体
的
暴
力
・
精
神
的
暴

力
・
経
済
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・

社
会
的
暴
力
・
子
ど
も
を
利
用
し

た
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
Ｄ

Ｖ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
明

ら
か
な
犯
罪
で
す
。
身
近
な
間
柄

で
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悩
ん
で
い
る
人
は
一
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
・
相
談
窓
口　
県
女
性
相
談

セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７
・
２
６
１
・

４
4
６
６
）・
市
子
ど
も
課（
☎

40
２
２
６
８
）・
市
地
域
づ
く
り

課（
☎
40
２
２
１
１
）

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰
の
一
週

間
は
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
で
す
。
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
電
話
相
談
窓
口

宝くじの助成金で整備
　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢
献広報事業の一環として、宝くじの収益金を財
源に自治会などへの助成事業を行っています。
本年度は、美土里地区区長会がＬＥＤ照明器具、
ストーブ、モノクロ・フルカラー複合機、エア
コン、掃除機を、美原地区自主防災会が神流湖
で管理する消防艇に可搬ポンプを整備しました。
問い合わせ　地域づくり課（☎40２２１１）・地域
安全課（☎㉒７４４４）

美土里地区区長会が整
備した掃除機

美原地区自主防災会が
整備した可搬ポンプ

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
対

応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

日
時　
▽
11
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
▽
23

日
㈷
・
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

電
話
番
号　
０
５
７
０・０
７
０・

８
１
０

問
い
合
わ
せ　
前
橋
地
方
法
務
局

（
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
６

６
）

　
省
エ
ネ
・
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
補
助
金
や
騒
音
・
振
動
規
制
法

に
つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。
制
度

を
活
用
し
て
温
暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

日
時
11
月
25
日
㈪
午
後
２
時
〜

４
時

会
場　
藤
岡
商
工
会
議
所

対
象　
市
内
事
業
者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
11
月

21
日
㈭
ま
で
に
、
環
境
課
に
あ
る

申
込
書
を
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
藤
岡
商
工
会
議
所（
☎
㉒
１
２

３
０

㉔
１
２
２
９
）・
環
境
課

（
☎
40
２
２
６
４

㉔
９
２
６
８
）へ

  

そ
の
他

市
民
公
開
講
座

藤
岡
総
合
病
院
糖
尿
病
教
室

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

決
算
説
明
会
・
申
告
説
明
会

登
録
型
本
人
通
知
制
度

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
相
談
会

児
童
虐
待
を
な
く
そ
う「
１い

ち
は
や
く

８
９

ち
い
さ
な
命
に
待
っ
た
な
し
」

省
エ
ネ
・
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

補
助
金
説
明
会

も
の
忘
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム



～同和問題～

人権を考える 問い合わせ 生涯学習課（☎㉒6888）
　　　　　　福祉課（☎402297）

和
対
策
審
議
会
答
申
を
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
答

申
で
は「
同
和
問
題
解
決
は
国
の

責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ

る
」と
さ
れ
、
昭
和
44
年
か
ら
平

成
14
年
ま
で
33
年
間
に
わ
た
る
経

済
政
策
を
中
心
に
し
た
対
策
事
業

が
行
わ
れ
、
生
活
環
境
が
改
善
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
差
別
意

識
に
つ
い
て
は
完
全
に
拭
い
切
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
昨
年
度
も
県
内
の
公
共
施
設
に

差
別
落
書
き
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
取
得

に
よ
る
、
身
元
調
査
を
基
に
し
た

就
職
や
結
婚
の
際
の
差
別
事
例
、

嫌
が
ら
せ
や
誹ひ

謗ぼ
う
中
傷
の
事
例
が

み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
昔
の
被
差
別
地
域
の

情
報
を
公
開
し
て
拡
散
さ
せ
、
差

別
を
助
長
す
る
動
き
も
な
く
な
り

ま
せ
ん
。

部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
28

年
に「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。「
部
落
差
別
は
存
在
す
る
」

と
初
め
て
法
律
上
で
明
記
さ
れ
、

「
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現

　
皆
さ
ん
は
同
和
問
題
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
同
和
問
題
は
日
本
の

歴
史
的
過
程
の
中
で
形
づ
く
ら
れ

た
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。

同
和
問
題
の
歴
史
的
経
緯

　
同
和
問
題
の
起
こ
り
で
あ
る
身

分
差
別
に
つ
い
て
、
小
・
中
学
校

で
は「
江
戸
時
代
の
社
会
」の
中

で
、次
の
よ
う
に
学
ん
で
い
ま
す
。

○
士
農
工
商
の
下
に「
え
た
」「
ひ

に
ん
」と
い
う
身
分
が
あ
っ
た

○
「
え
た
」「
ひ
に
ん
」は
、
農

業
の
ほ
か
に
死
ん
だ
牛
馬
の
解

体
・
皮
革
業
・
役
人
の
下
働
き
・

雪
駄
作
り
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た

○
「
え
た
」「
ひ
に
ん
」は
、
住

む
場
所
や
服
装
・
ほ
か
の
身
分
と

の
交
際
を
制
限
さ
れ
た

　
こ
う
し
た
状
況
が
長
く
続
き
ま

し
た
が
、
明
治
維
新
の
解
放
令
に

よ
り
四
民
平
等
と
な
り
身
分
制
度

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
四
民
平
等
は
形
だ
け
の
制
度

で
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
政
策

は
行
わ
れ
ず
、
生
活
は
改
善
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
和
問
題
改
善
の
動
き
は
、
戦

後
、日
本
国
憲
法
が
で
き
て
も
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
昭
和
40
年
の
同

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
や
地
方
公

共
団
体
の
部
落
差
別
解
消
に
向
け

た
責
務
が
明
示
さ
れ
、
必
要
な
教

育
や
啓
発
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
取
り
組
み

　
同
和
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す

る
に
は
、
昔
の
風
習
に
と
ら
わ
れ

ず
、
う
わ
さ
や
誤
解
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
本
市
で
は
人
権

問
題
全
般
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
人
権
講
演
会
、
人
権
啓
発

指
導
者
養
成
講
座
、
集
会
所
で
の

学
習
会
、
い
じ
め
問
題
解
決
に
向

け
た
教
育
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
い

じ
め
問
題
解
決
に
向
け
た
子
ど
も

会
議
を
行
っ
た
り
、
各
学
校
で
共

通
の
取
り
組
み
を
進
め
た
り
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
人
権
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
、正
し
い
知
識
の
下
に
、

正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
し
、

思
い
や
り
と
優
し
さ
に
満
ち
た
藤

岡
市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　小野小学校（☎㉒2546）

小野小学校

↑学級委員会が、全校児童に向けて「夢に向かってかがやく子」
育成アクションプランの内容や自分の努力点を伝えました。

　小野小学校では、自ら考え、自ら行動できる児童
の育成に向け、児童主体の取り組みの充実に努めて
います。
　各専門委員会では「笑顔であいさつができる小野
小」など、目指す学校の姿を自分たちで決め、協力
し合いながら日々の活動に取り組んでいます。学校
教育目標の実現に向け、学校・子どもたち・家庭・
地域それぞれが取り組む内容を示した「夢に向かっ
てかがやく子」育成アクションプランについても、
学級委員会を中心に話し合い、取り組み内容を具体
化しました。
　異なる学年同士が１つの班になって遊びや読み聞
かせなどを行う「レインボー活動」では、６年生を中
心にみんなが楽しめる遊びを計画します。上級生は

「下級生も楽しめるような特別ルールをつくる」など
をして、全ての学年が楽しめるような工夫を凝らし
ています。
　児童主体の活動を充実させるためには、児童自身
が集団をまとめていく力が必要です。小野小、小野
中では、各校の学級委員や生徒会役員などによる合
同の「リーダー会議」を開催し、リーダーの役割や
目指すリーダー像について話し合いました。小学生
も中学生の考えに触れながら「みんなのために・・・
したい」など意識を高めていました。
　今後も、児童主体の活動を充実させ、児童一人
一人が生き生きと学び、生活できる学校にしていき
たいと思います。

～児童主体の活動の充実に向けて～

有
ありかわ
川 まどかさん 高

たかいわ
岩 七

な な
菜さん 宮

みやした
下 清

さやか
歌さん　栗

くりはら
原 璃

り こ
子さん

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

著者 ▽福田　和代
ハッカーの太一は依頼を受け、製薬
会社のデータを盗む。依頼主の待

まち

野
の

は太一のような人間を束ねる組織を
率いていたが、不審な死を遂げる。
真相を探る太一に影が忍び寄り…。

著者 ▽坂井　希久子
私が死んだらこの人は生きていける
のか？結婚 42年、仕事一筋の男と
家を守ってきた女。余命一年を宣告
された妻が夫に遺

のこ

す「最期のしごと」。
別れを前にした夫婦の姿を描く。

著者 ▽黒川　伊保子
仕事や家族や子育てのイライラ、夫婦
の擦れ違い、話が通じない上司への
不満、定年後の不安。人生いろいろ
あるけれど、脳を知れば人生が楽に
なる。大人に向けた脳科学の指南書。

妻の終活 カッコウの微笑み幸福になるための人生のトリセツ
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　「花と緑のぐんまづくり 2019 
in みなかみ」のクロージング
セレモニーが９月 23 日にみ
なかみ町で行なわれました。
鬼頭みなかみ町長から盾を引
き継いだ新井市長は「訪れた
全ての人に感動してもらえる
大会にする」と意気込みまし
た。

　
　

耳
よ
り
情
報　

知
�
て
得
す
る
情
報
満
載
♪

花と緑のぐんまづくり 2020 in 藤岡　事業説明会の様子

「花と緑のぐんまづくり 2019 in みなかみ」のクロージングセレモニー

　10月 10日、花と緑のぐんまづくりの事業
説明会がみかぼみらい館で行われ、市民ら約
300人が参加しました。説明会では市民の皆
さんと共に盛大なイベントに育てるという思
いを込めて、新井市長から地域コミュニティ
の代表である秋葉区長会会長へ盾が手渡され
ました。また、プレイベントに協力した市民
団体の代表などが本イベントの抱負を語り、
本イベントへの気持ちを新たにしました。

日
本
庭
園
周
辺
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
わ
れ
ま
す
。
薄
紅
色

の
冬
桜
と
真
っ
赤
な
紅
葉
が

夜
空
に
浮
か
び
、
幻
想
的
な

雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
日

12
月
１
日
㈰
ま
で
の

金
・
土
・
日
曜
日

時
間

午
後
４
時
〜
９
時（
入

園
は
８
時
30
分
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　
に
ぎ
わ
い
観

光
課（
☎
52
３
１
１
１
）

■
ミ
カ
ン
狩
り

　

桜
山
の
麓
、
三
波
川
の
日

当
た
り
の
良
い
斜
面
に
は
ミ

カ
ン
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ミ
カ
ン
園
で
は
ミ
カ
ン
狩
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
、
味
の
濃
い
秋
の
味
覚

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

開
園

12
月
中
旬
ま
で
の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

料
金　

５
０
０
円（
食
べ
放

題
＋
１
袋
持
ち
帰
り
）

問
い
合
わ
せ　
桜
山
ミ
カ
ン

組
合（
☎
52
２
８
２
６
）

■
冬
桜
と
紅
葉
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

国
の
名
勝
お
よ
び
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
冬

桜
。
秋
か
ら
冬
の
時
期
と
春

の
年
２
回
、
お
花
見
が
楽
し

め
ま
す
。
秋
か
ら
冬
の
冬
桜

の
見
ご
ろ
は
11
月
初
め
か
ら
。

約
７
０
０
０
本
の
冬
桜
が
次
々

と
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
下
旬
か
ら
は

紅
葉
も
色
付
き
始
め
ま
す
。

紅
葉
の
見
ご
ろ
は
11
月
半
ば

ま
で
な
の
で
、
11
月
は
冬
桜

と
紅
葉
の
競
演
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

紅
葉
が
色
付
く
時
期
に
は

石川県羽咋市
は く い

かがり火がたかれる中、行われた唐戸山神事相撲。

　藤岡市と羽咋市の姉妹都市提携のきっかけとなっ
た、日本三辻の一つに数えられる「唐戸山相撲場」。
ここでは、羽咋神社の祭神・磐

いわつく わけのみこと

衝別命の命日である
9月25日に、毎年神事相撲が行われています。
　今年も、四隅にかがり火がたかれた土俵で、「水
なし、塩なし、まったなし」の古式にのっとり、加
越能三州から集まった力士約100人が夜遅くまで土
俵で激しくぶつかり合い、会場に詰め掛けた観客を
沸かせました。
奥
おくゆみ

弓の結びの一番では、習わしどおりに両力士が
土俵際で行司を巻き込んで同体となり、両者大関の
座に就きました。

２000年の伝統を継承

唐戸山神事相撲が開催

　今年度の夏季企画展のテーマとなった埴輪
には、古墳時代の人々の思いが込められていま
した。中でも、群馬県で数多く見つかっている
馬の埴輪については、特に強い思いがあった
ようです。
　馬はもともと日本には生息しておらず、古
墳時代になって朝鮮半島から運ばれてきたと
いわれています。繁殖が始まったばかりで数
も少なかったため、有力者しか乗れない貴重
な存在でした。今でいう高級車のように、馬
自体が単なる飼育動物ではなく権力の象徴と
なっていたので、有力者の中でも上位にいる
人たちは、金色に光る豪華な装飾（馬具）で馬
を飾り立てて、自身の権力を最大限にアピー
ルしていました。古墳に並んだ馬の埴輪はほ
とんどが豪華な馬具を身につけたもので、葬
られた人の権力を示す良い目印となっていた

ようです。
　本市では、大きさが20mに満たない古墳に
も馬の埴輪が並べられていました。小さな古
墳ではありますが、馬の埴輪を古墳に並べる
ことでその古墳に偉い人が葬られていたのだ
と示そうとしたのかもしれません。

平井地区の古墳から出土した馬の埴輪（藤岡歴史館常設展示）

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓ 5997）

 No.44 古墳に並んだ「はにわうま」
～馬は権力の象徴～

花と緑のぐんまづくり通信
https://www.city.fujioka.gunma.jp/hanamidori/

問い合わせ　都市施設課（☎402332）
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桜
山
に

　
　

行
�
て
み
よ
う
！
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発
行

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象
■応募方法

■応募先

市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
秘書課広報広聴係（☎402208 ・ hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

工
く ど う

藤 佳
か ほ

穂ちゃん
（４歳・篠塚）

田
た じ ま

島 園
そ の か

華ちゃん
（９カ月・神田）

我が家のエンジェルそのか♥これから
の成長が楽しみです！

金
か ね こ

子 悠
ゆ う み

実ちゃん
（２歳１カ月・立石）

いつもニコニコ、元気いっぱいの佳穂
ちゃん。大好きだよー！

我が家の元気印。これからも元気いっ
ぱいに育ってね！

ち

こ
びっ

登
場

市
民

482

作
ら
れ
た
古
典
落
語
が
特
に
好
き
で
、

東
京
の
池
袋
演
芸
場
な
ど
の
寄
席
に
通

い
、
自
分
の
知
ら
な
い
噺
に
出
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
の
落
語
家
に
な
ろ
う
と
決
意

し
た
の
は
中
学
１
年
生
の
冬
。
進
路
に

迷
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
家
族
の
後

押
し
が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は「
好
き
な
落
語
家
の
Ｃ
Ｄ
を
聞

き
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
を
起
こ
し
て
噺

を
覚
え
、
映
像
で
落
語
の
技
術
を
研
究

し
て
い
る
」と
の
こ
と
。
今
後
は
高
校

に
通
っ
て
見
聞
を
広
め
、
プ
ロ
の
落
語

家
に
弟
子
入
り
し
、
若
い
人
が
落
語
に

親
し
む
き
っ
か
け
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

プ
ロ
の
落
語
家
を
目
指
し
て

語
を
錆さ
び
ね
こ
て
い

猫
亭
お
は
ぎ
の
高
座
名

で
披
露
す
る
宮
下
さ
ん
。
駅
の

構
内
で
行
う「
ス
ト
リ
ー
ト
落
語
」や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
へ
の
出
演
で
注
目

を
浴
び
、活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

落
語
と
の
出
会
い
は
小
学
生
の
頃
、

国
語
の
授
業
で
落
語
の
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
奥
深
い
落
語
の
世

界
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
落
語
は
一
人
で
全
て
の
役
を
演
じ
分

け
る
こ
と
に
技
術
が
必
要
で
、「
話
す

人
に
よ
っ
て
噺は

な
しの
印
象
や
聞
こ
え
方
が

違
う
」と
魅
力
を
語
る
宮
下
さ
ん
。
主

に
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

落

小野中学校　３年

宮
みやした

下 日
ひ な こ

向子さん（森新田）

　2004年東京生まれ。駅の構内などで行うストリー
ト落語が注目を浴び、ラジオ・インターネット番組
やイベントに出演するなど活躍の場を広げています。

Pro� le


